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高等教育活性化シリーズ 233（通算 551・553回）  2013年 3月 26日（火）／ 4月 25日（木） 

法律のルールと実務の“本質”／2012 年法改正―― 

大学関係者の諸活動と著作権 Ⅰ・Ⅱ 
 
高等教育活性化シリーズ 234（通算 552回）                       2013年 4月 23日（火） 

知的財産の実務・法務対応―― 

発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策 
   

法律のルールと実務の“本質”／2012年法改正―― 

大学関係者の諸活動と著作権 Ⅰ・Ⅱ 
～ガセ情報に惑わされないために／あいまい知識の脱却へ～ 

 
   ※ 法律ルールとは～目的と手段、規制と私権／「著作権」の 3つの意味／「著作隣接権」 

   ※ 実務とは～すべてはリスクマネジメント／著作者は分からない／リスクを下げる「契約」 

   ※ 大学の学習・教育・研究活動でどうなる／教職員の「職務著作」／すべては「契約」だ 
 

 

 

 

2013年 3月 26日（火）／4月 25日（木）剛堂会館（明治薬科大学）会議室（東京・麹町） 
 

 
知的財産の実務・法務対応―― 

発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策 
～グローバル基準への提起／国内・欧米の論考・判例を踏まえて～ 

 
   ※ 大学・研究所・企業の研究・技術開発の適正な評価／21C社会のイノベーションへ 

   ※ 共同発明の寄与割合算定の基準と手順／収益寄与と費用負担／発明者と所属組織 

   ※ 特に大学における留意点／論文発表と特許出願／学生・無給研究員の扱い／不実施補償 
 

 

 

 2013年 4月 23日（火） 剛堂会館（明治薬科大学） 会議室（東京・麹町） 
 

   地域科学研究会 高等教育情報センター 

● 今回配布先を限定しておりますので､関係各位へのご回覧につき､ご高配をお願いいたします。 

回 

覧 

 
     岡本  薫 氏 ／ 政策研究大学院大学 教授 元文化庁 著作権課長・国際著作権課長 

 

 
     影山光太郎 氏 ／ 影山法律特許事務所 所長 弁護士・弁理士・工学修士 

 

●  講 師  ● 

 

●  講 師  ● 

 

 



[ 参 加 要 領 ] 

■高等教育活性化シリーズ 233   大学関係者の諸活動と著作権 Ⅰ・Ⅱ 

□2013年 3月 26日（火）        13：00～16：50 

剛堂会館（明治薬科大学）会議室（東京・麹町）千代田区紀尾井町 3-27  TEL 03-3234-7362 

（東京メトロ有楽町線｢麹町駅｣1 番出口より徒歩 4 分、または JR 中央・総武線「四ツ谷駅」麹町口より徒歩 10 分） 

□2013年 4月 25日（木）        13：00～16：50 

剛堂会館（明治薬科大学）会議室（東京・麹町） 
 

■高等教育活性化シリーズ 234   発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策 

□2012年 4月 23日（火）        13：00～16：50 

剛堂会館（明治薬科大学）会議室（東京・麹町） 
 

参加費 
ご一名 

（資料代を含む） 
メディア参加 

（資料及び音声 CD 送付） 

高等教育活性化シリーズ 233 
大学関係者の諸活動と著作権 Ⅰ・Ⅱ 

34,000円 
(消費税込) 

35,000円(送料、消費税込) 

 高等教育活性化シリーズ 234 
発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策 

35,000円 
(消費税込) 

36,000円(送料、消費税込) 

※参加費の払い戻しは致しません。申込者のご都合が悪いときには、代理の方がご出席ください。 
 
申込方法 ： 参加申込書に所要事項を記入のうえ FAX または Email にてご送付ください。 

 受講証と会場地図を送付しますので必ずご確認ください。 

支払方法 ： 銀行振込・郵便振替・当日払いがあります。 

 みずほ銀行麹町支店  普通 1159880  三菱東京 UFJ 銀行神田支店 普通 5829767 

 三井住友銀行麹町支店 普通 7411658  ＊郵便振替：00110-8-81660  

口座名 (株)地域科学研究会 

            (ご請求なき場合は振込受領書を領収書に代えさせていただきます) 

インターネットでのご案内は⇒http://www.chiikikagaku-k.co.jp/kkj/ E-mail: kkj@chiikikagaku-k.co.jp 

 
お申込み・お問合せ                東京都千代田区一番町 6-4ライオンズ第 2-106 
  TEL 03(3234)1231 FAX 03(3234)4993 

 

 

2013 年  月  日 

■高等教育活性化シリーズ 233 大学関係者の諸活動と著作権 Ⅰ・Ⅱ 

□ 当日参加（□3 月 26 日／ □4 月 25 日） □ メディア参加 

■高等教育活性化シリーズ 234 発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策 

□ 当日参加       □ メディア参加          （□に✔印を入れてください） 
 
勤務先  

                                   
所在地 〒                
                         
TEL            FAX    
 

参加者氏名 所属部課役職名 メールアドレス 
   

   

   

〈通信欄〉支払方法(□郵便振替 □当日払い □銀行振込) 必要書類（□請求書 □見積書) 

※この個人情報は、本セミナーの一連の業務及び今後のご案内に使用させていただきます。

地域科学研究会 

高等教育情報センター 

キリトリ線(※参加申込みの折は必ずお送りください) 
研修会参加申込書 

連絡部課・担当者名                

メールアドレス                 

mailto:kkj@chiikikagaku-k.co.jp


 
大学関係者の諸活動と著作権Ⅰ・Ⅱ 2013 年 3 月 26 日（火）／2013 年 4 月 25 日（木）  
時 間 講  義  項  目 

13：00 

～  

14：50 

1．「法律ルール」の本質と概要 

（1）「便法」としての著作権 

 ・無断でコピーされたら何が問題なのか 

（2）「著作権」「著作者」「著作権者」「著作物」とは何か 

 ・「著作権」に 3 つの意味があるからややこしくなる 

（3）「著作者の権利」とは全く違う「著作隣接権」 

 ・本をコピーしたいときは絶対に出版社に連絡してはならない 

2．「実務」の本質 

 ・すべては「リスクマネジメント」だ 

 ・了解を得るべき「著作者」が誰かは絶対に分からない 

 ・リスクを下げる「契約」ができない日本人     〈質疑応答〉 

15：00 

～  

16：50 

3．大学の諸活動との関係 

（1）大学と関係する主な例外規定 

 ・学生：学習目的なら殆ど何でもコピーできる 

 ・教育：教材作成目的なら違法送信物をダウンロードしても合法 

 ・研究：自分で行う研究目的コピーは殆ど違法 

（2）教職員の「職務著作」 

 ・「法律上どうなる？」は愚問 

 ・すべては「契約」：学内規則で決めても無効 

4．2012 年法改正（大学に関係し得る部分） 

（1）いわゆる「写り込み」 

（2）許諾・裁定を得るための「検討過程」での利用 

（3）「私的利用のための違法ダウンロード」の刑事罰対象化   〈質疑応答〉 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1955 年、東京都生まれ。東京大学理学部卒業。OECD 研究員、旧文部省・文部科学省課

長のほか、文化庁で国際著作権課長・著作権課長を 6 年半歴任し、2006年 1 月より現職。

内外の行政官の養成・指導に当たる。先進国で構成する非公式グループでの「著作権イン

ターネット条約」策定を主導。OECD では科学技術・教育の国際比較研究を担当。 

主な著書（著作権関係）に、『誰でも分かる著作権』（全日本社会教育連合会）、『著作権

の考え方』（岩波書新）、『著作権とのつきあい方』（商事法務）、『小中学生のための初めて

学ぶ著作権』（朝日学生新聞社）など。 

● 岡本 薫 氏のプロフィール ● 

 



 
発明の成立、発明者の認定と評価・処遇の方策   2013 年 4 月 23 日（火）  
時 間 講 義 項 目 

13：00 

～  

14：50 

Ⅰ．発明／共同発明の成立と共同発明者の認定・寄与割合算定 

1 問題の所在－発明と発明者の認定と経営・技術開発等との関係 

2 発明の成立と発明者の認定 

3 実験による発明の場合 

4 共同発明の成立と共同発明者の認定、寄与割合算定の基準・手順 

5 判例にあらわれた具体的事案の考察 

6 英国、米国、ドイツでの発明者の認定     〈質疑応答〉 

15：00 

～  

16：10 

Ⅱ．特許発明の収益への寄与、職務発明、研究テーマの発明への寄与 

1 研究・発明・実用化の包括的技術評価の必要 

2 特許発明の収益への寄与 

3 職務発明に関する問題 

4 研究テーマの発明への寄与     〈質疑応答〉 

16：20 

～  

16：50 

Ⅲ．特に大学における課題と留意点 

1 学生及び無給研究員の発明の扱い 

2 発明と研究論文発表と特許出願 

3 不実施補償について     〈質疑応答〉 

 
［テキスト］ 
影山光太郎『発明／共同発明の成立と共同発明者の認定から評価・処遇へ 

       ～一般・実験・共同発明の場合の発明者認定と共同発明者間の寄与割合算定の 

       基準・手順』（経済産業調査会。平成 24 年 11 月刊） 
 
 
 
  

 

1944 年愛知県生まれ。66年東京大学工学部合成化学科卒業。68 年同大学大学院工業化学専

門課程修士課程修了の後、旭硝子（株）入社。82年弁護士登録。84 年弁理士登録。影山法律

特許事務所を主宰。熊本大学、大分大学、群馬大学、桜美林大学各客員教授。知的財産関係、

企業・大学再建・清算関係事件などに携わる。 
 

［主要著作］（最近のもの） 

『知的資産経営の法律知識―知的財産法の実務と考え方―』（三和書籍 平成 21 年 9 月） 

『事業再生の法律知識―民事再生法を中心とした実務と考え方―』（三和書籍 平成 22年 6月） 

『混沌の時代を拓く理系弁護士の生き方・見方―変化を恐れるな、交渉のし方、勝ち抜いて

ゆくエッセンス―』（講談社出版サービスセンター 平成 23 年 4 月） 

● 影山 光太郎 氏のプロフィール ● 

 


